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所謂formalin gas接觸育の白僵病豫防効果並

に一二細菌學的檢索に就いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N 中澤喜雄

　　1．緒．論

　撒・山碇次鼠金醐爾氏は竹澤氏の懸育よ加詠を得、實験の結果、撫の搬に
f・rmalin　gasが鮪上効果ある事を翻し、鵬f。・m・1i・g・・接鵬なるものを提・・昌せり。

然るに氏等の實験には徴生物畢的研究に於て不備の鮎なき能はす。

　叉冑鷹病菌に凋するtoxma・lin水め酒襟力については既に幾多の試験域績の磯表ありしも、獄

兇飼育溜度に於て常i氣盤下にて斯定％のfoxmalhユ稀押液より機散する　formalin　gasの白

雇菌に蜀する湘毒關係に就ては未だ共の業績多からす。

　蝕に於て余は普通飼育溜度に於てformalin水より磯散する　forxualin　gasと、白媛病、獄

清内の細菌欺、獄兇溜化液殺菌力等との關係について試験する事とせφ。

　本顯をなす蟷鉢校劉構盤灘主任佐藤利一獺よりは散懇切なる御教駿綿．
の御校閲を賜はり・叉生理僻峰教室山碇次郎氏及び轍壼戸部正久鳳臆種々御便宜と

御助力を輿へられたり。此庭に謹みて深甚なる謝意を表する玖第なり。

　1貰．　實験方法

　　　A，・白腰病關係蟹験

　内容10立・底面積4CO平方糎のclesicator様ガラス器の下部に、何も入れざるもの及

び・フk・f°「malin　O・1％液洞o・3％液洞瑠液洞2％液、等酪500・．G．宛入れ、

其の1・部に酪15・mのシヤーレを置き共の中硝麟縢醗礁兇を牧容し港をせるま
N←晒回の給桑瞭は開く）2　El　3職は4・　N間飼育したる後糊育をTblし、化蛾前罹

欄係を槍せり・以上の鋤液は畷験毎硬輝る裂せり。
　試験旺としては、標準匪（菌不塗沫普通育）、水謝π員笹（菌不塗沫水匝、但後に略せる携合・

もあり）・接種標準置（接種水匝）及び接種」二訳％formalin水旺（臥0，1％、0．3％，1％、

a％）を設けたり。

ZS・1「idは五齢蠣兜を用ひ・塗沫白聴は微酸性塞天に灘し27・Cにて15－一・30醐歩讃

のもの1白餌搬菌灘・k1・・Gl醇源ぜしめたり。此の醐液礁休背敵丁寧嫌沫
し後20分「撒置しd・・i・at・・様ガラス需に牧めたり・一例として病澱よ殖蘇職る畷

菌を使用せる婁合もあり。

而してガラス器内の澱は8°°取瞳～既の7°°F－78叩にて・澱はP・一…％を
示せり。

　　　B・軟化病關係實験

　a．鑓渣内細菌数調査
　desica七〇r様ガラス器によるfoエmalin　gas室作製及び試験臓は訪白雇病菌の携合L同様なり

自ロ酪1・立底醸・・岬旅のガ・子器の下部に鰍液を・…．・入れ一ヒ部に置きたる徽

大シヤ『レ内に五齢鑓兇10頭を入れ3EJ　il胃80°F3ζは室盗（72・－76。　F）tcて飼育し共の
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螢譲瀟i内縞菌数を調査せり。

　飼育用桑は改良鼠返十葉目の病錨筈なきものを各擁等鐙宛可域無菌的IC給與せつ。

　細菌数調査方法は等量の各掻獄渣を容れたるシヤーレに（實は各嘔，の食下景ほぼ等しく白然

i！1勺にほぼ等量になりたり）滅菌フk500c．G宛を加へ同積渡によく携｝‘飢．、約五分闇静置後りゆ

上澄液1白金耳を探りて塞天桶準増養を行ひ共の細菌集落を計算せり。

　而して多数の集落の計算は顯微鏡に描爲器を付して行ひたるため大休5％以内の計1算誤差は

発れざりき。然れども本方法は10緻回の實鍛との比較試験に於て多くは3％以内の誤叢のみ

なりき。故に本實験の誤差も約5％と推算すれば大藻なきものと信づ㌔

　b・獄兇消化液殺菌力試験

　醗盗内細菌数槍査と同様にして3Ei間飼育せる五齢期鑓兇を5時間絶食せしめ電氣にて無

菌的に吐液せしめ之を」2分間遠心分離需にかけ桑片を去りしものを可槍液とせり。

可槍液1・，G中に35°Cにて2畳桝替養せる聾噛1白金耳を‘1…の滅菌7kに溶かした

もの1白金耳宛を混入し、15°Cに保ち、所定時聞毎に可槍液1由金耳宛を以て寒天桶ユi三培

養iを行ひ共の鰻菌の減少歌態を調査せりo

　鰻菌を使用ぜしは他の細菌と颪別するに容易なればなり。

1∬．試験成績　　　　．

1　・‘A，本飼育と白堰病との關係試験
■

　　　　　　　　　　　　　　　　　第一表
　夏獄期　　品種、泰山　　（支ごニイヒ）　　5齢2　日日、3　日間試験育、保講源度SO°F　　白殖菌は

27°Cにて16日聞増養のもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

睡試醐1・麟酬軟塑病鰍擁踊釧・璽脇
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第　二表

　秋獄期　晶種日110x支105　5齢2日日、2日間試験育、保護湘度80°　li　白隔菌は27°C

、にて30日間増養のもの

II供試銀撒i白、鵜病簸数1健蝋数　｝白堰病％
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第三表
秋雷糊・｝瀬1：1：t10・A・ヒ、5f鞠鴫、試賄4日flH，　t呆…翻麟溜（70，－75・F）f．ra

顯蘭は27°cにて14日闇士麟のもの

ll嬬獺峰欄嫡・・総劃健蝋数1鰯耀％
糎　　～｛il　　I、竃

接種水隔
接種0。1％f齪

接種o．3％fl畷
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　以1：四tt：験の結果よりすれば、普遡置兜飼育湿度に於て、0，3％以上めformalil’z水より嚢

散するfovnialin　gasは、白彊菌を殺害するか或は呉の護芽を妨げ、獄児をしで獲病より救ひ

得る。

　但し0議％液に於ては多少の効果は認めらるXも之を完全に防止する事能はす。

　尤本實験は五齢期獄を用ひガラス器の内容10立．forユnalin水の表面積SIJ　460挙方糎と限ら

れ・完全に密閉出來得る傷合な才Lぱ寳用的には無論斜酌するを要す。

　　B．塞飼育と軟化病關係試験

　a．　獄藏内細菌数

　前記試験方法の項にて述べL如くに實駿せる細菌下の如し。

1第一捜験　　　　第二實験．一　『㎜冤三實颪……一｝｝…

　　　　　
普涌卿
補｝

1％f副
2％f展1

ヱ，189，090　　　　　　　　　　　　　　　　　1，214，000　　　　　　　　　　　　　　　　1，416，0【｝0

1，440，000　　　　　　．　　　　　　　　　　1，377，000　　　　　　　　　　　　　　　　1，588，000

5d4，600　　　　　　　　　　　　　　　　「D50，1．OO　　　　　　　　　　　　　　　518，400

3d2，‘aOO　　　　　　　　　　　　　　　　　　297，700　　　　　　　　　　　　　　　　　388，4UO

　憂，729　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，521　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠

第一傭験は夏獄期、第二第三實験は秋獄期共に保護湘度80°F。　　　　　　・
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b　　獄サ己済彗イヒ液殺菌ブコ試膨糞

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　一表

冶艦期　溶、種支四　五齢起瀬を3日闇試験育（室盗）胃液保護温度15°C

睡入前渦入・搬岡・・搬同塒r・縢同・㈱後同3糊後圃寺墜

蒋通幌胃液

水1伍　胃液

0．3％f匝胃液

　1％c展胃液

蒸　溜　水

0　　　　　　　　383200　　　　　　13，280　　　　　　　4，293　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　0　　　　　　　　0

50　　　¶　　　38，600　　　　　　工9，02d　　　　　　14，230　　　　　　3．2d2　　　　　　　1，887　　　　　　161

0　　　　　　　　37，080　　　　　　16，096　　　　　　10，070　　　　　　　2，181　　　　　　　　　　51　　　　　　　　　2

0　　　　　　　　35，6藍0　　　　　　12，ユ83　　　　　　ヱ2，314　　　　　　　6，584　　　　　　　2，025　　　　　　　28

0　　　　　　　　11，7UO　　　　　　エ27932　　　　　　ユO，840　　　　　　　9，032　　　　　　9，010　　　　　9，24、0

備考　　本實瞼に於て混入後の撒は登部璽薗数なYe

　　　　　　　　　　　　　　　　　第こ二表
春獄期　瀞，種1歌十八號　五齢3日目獄児を3日間試験育（壼濃）習液保護濫度20°C

睡入前混入鹸同・・分後購・腋購聞後同3繭後同蝋後二

零樋匿胃液

水遜胃液

0．3％颪液

1％雇胃液

1　59　、，6a。　　28　　22　　エ8　　7　　6
　4，180　　　　　5，47‘）　　　　　　4，062　　　　　　3，904　　　　　　3，126　　　　　　2，932　　　　　　3，S40

　1，322　　　　　2，1E　6　　　　　　1，110　　　　　　　　82A　　　　　　　　gOO　　　　　　　　636　　　　　　　　736

　20，857　　　　19，713　　　　　　20，857　　　　　　15，生R，　0　　　　　　15，593　　　　　　　9，720　　　　　　12，472

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　備考　　本實1瞼にては璽菌の色索生産少く他菌と麗刑禺來ぎりきo

　　　　　　　　　　　　　　　　小　　　　　　　括

搬醐鰍は訓曙駄於て何れも多羅鰍鰍りもf°「酬1蝋陞眼騨少せる
を見る。而も興の程度はformalinの％濃き程著しく・2％匪に到れば實に水恒のi齋位に減

ぜるを見る。普通颪に殆水慨程多きは硝子器の底部に何も入れざりしも、事實上は獄澄等から

磯散する水分の爲に漁度水慨と殆差無かりし故なるべし。

　而して、現在の軟化病説が大体に於て、獄の抵抗力減少の時に膓内に細菌が多く繁殖する事

に依りて起ると言ふ論なる以上獄に接する事最も多き獄渣中に細菌多き事は明かに軟化病の誘

因なり。故にformalin　gas接燭育は多漁の傷含には其の誘因を遠ざけ得ると言ひ得る。

　叉獄兇溝化液殺菌力試験に於ては、薗混入前に於でも、水慨には50個の細菌を混ぜるに反

し、他の匠は全く有せす。叉購菌の殺薗さるる速度に於てもformalin　O・3％厩に於ては、普

通匿には劣るも、水置よ砂は明かに勝塔を見る。

第二實瞼にては鰻菌と他菌との剛り出來ざりしも大体に於て0．3％f・r皿・取1畷が水匠より

もよく1％formalin旺にては反悪しo
　以」：の二實験の範圃内にては0，3％form磁n旺鎧児溜化事夜は其の殺菌力に於て、普通匠より

は劣るも、水雁よりは強い傾向を示せり。・　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　荷軟化病關係を論すべく、腸内細菌激試瞼、絶食後陽内細菌数攣化等を行ひしも試験回数少

くして磯表する自信は得ざりしも、大休に於てformalin　O．3％慨は水麗に比し良成績たりし

を付記し後日機會を得ば再び消化液殺菌力等と共に實験を行はんとするものなり。
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IV．総　　　　括

　1．formalin　gas接㈱育に於て、0．3影以上のformalin水より、普通飼育溜度たる70つF

－80°Fに於て、獲散するfOi’malin　gasは余の實験範團内にては、白彊菌芽胞を殺すか叉は

其の獲芽を妨止し、獄兇を獲病より救ひ得る。0，1％一の場合に於ては多少の効果は認めらるX

も、完全には本病を防ぐ事能はす。

　2．所謂fOJ’malin　gas接燭育（0．3％）なるものは猛渣内の細菌繁殖を抑制し，又鷲兇漕化液

多漁障害に弱き五齢期獄の蠣合）の殺菌力を張からしむる傾向を齎らす。

　而して現在、軟化病は慧の抵抗力減少した虞に腸内に細菌が多く繁殖する事により磯病する

と言ふ畢訟である以上、此の方面より考察して、formalin　gas接㈱育（特に0．3％の瘍合）は

軟化病の言捌蓉1を遠ざけ得る事が認められる。

　然し斯る細菌墨的研究は四難を重ぬるの要多麦ある性質のものなるが故余の實験はただ共の

一例なり。故に共れを強調すべくは葡將來の研究に待たねばならぬものである。

　3．本研究には實用方法には論及ぜす。但し、實質上、formaliu水接鯛育又は添食育となる

ときは膿病共他の障害を受くるは勿論な夢。必すfOi’malinのgasの接鯛育ならざるべから

す。
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　　　　　On　the　Effect　of曲e　Forma且ingas・co皿tact・rearing

　　　　　　〕Method　of　the　SiUkworm　upo皿the　Muscardine

　　　　　　　　　　　　　　　　a凱dthe　Flacherie．　　　　　　　　　』　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　Yoshiwo　NAKAZAWA

　　　　　　　　　　　　　　　　（］Received　Oc七．20，1933）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　　The　so・called　formalingas・contact－rearing　method　was　introduced　by　S．

Yamaguchi　and　I．Kanazawa　last　year．　　　　　　　　　　　　　－

　　Ihave　examined　the　relation　between　such　rearing　and　the　muscardine，

and　sorne　bacteriological　researches　connected　with　the　flacherie．
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　　　　　　　　　In　the　experiment　of　muscardine，　the　silk－worms　o茸5th　age｛n　various

　　　　　stage　of　growth，　were　painted　with　the　spores　of　Bolrytis’1Bassiana　on　their

　　　　　’dbrga1　・　Side，　rear6d　by　the　Method　above　mentioned　for　2N4days，　and　the　nuエn・

　　　　　ber　ofL’silk－worms　attack母d　by　the．　muscardine　were　calculated　before　the　emer－

　　　　　gence・

　　　　　　　　　As　for　the　bacterio五〇gical　researches，　I　have　studied　the　influence　of　this

　　　　　・rearing　method　’upon　the　bacterial　nし1mber．in　the　litter　and　the　steril｛zing

　　　　　power　of　the　digestive　fluid　of　the　silk脚orm．

　　　　　∴The　summary　of　the　experimental　results　may　be　given　as　follows．

　　　　　　　　　1．The　formalin　gas　which　evaPorated，　at　7ぴ～80°F，　from　the　formalin

　　　　　water　above　O．3％in　concentration　has　either　sterl工ized　the．spore　of刀o勿擁げ

　　　　　Bassisna　or　prβvented　the　budding　of　it　and　js　possible．　to　save　the　silkworm

　　　　　frorn　falling　disease．　　・　　・　　　　　「　　　…　　　　　　．　・

　　　　　　　“．Some　effect・of　s七erilizing　or　prd∀entiorl　of　budding　of　the　spote　was　notjced

　　　　　in　the　case　of　O，1％　formalin　water，　but　it　was　not　perfect　enough、．for　the

　　　　　prevention　of　disease，

　　　　　　　　　2，　The　formalin薯as・cotact・rearing　has　repressed　the　propag・ation　of

．・
@bacteria　in　the　Iitter　and　has　a　tendency　to　increase　the　bacteric｛dal　power　of

　　　　　the　digestive伽id　in　silkworm。　　　、　　　　「　」、　　　　　　、　．　　．

　　　　　　　　Thus　such　effect　can　estrange　the　silkworm　from　the　occasion　of　fl母cherie・
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　　　　　　　　　　（The　Imperial　College　of　Sericulture　and　Silk－industry　Uyeda，　Japan、）lt
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